
私立高全日制定員１９１８人　２２年度募集　仁

愛女が３０人減
（2021年10月9日 午前5時00分）

県私立中学高校協会は８日、県内私立６高校の２０２２年度募集定員を発表した。仁愛女子が全

体の定員を前年度から３０人減らした一方、残りの全日制４校は前年度と同数を維持。５校の合

計は１９１８人となった。昼間定時制の福井南と啓新通信制は、前年度と同じ８０人とした。

　仁愛女子は、生徒の進路志望動向などを踏まえ、普通科進学コースの定員を前年度比４０人

減とした。新型コロナウイルスの影響で中止していた普通科英語留学コース（定員２０人）の募集

を再開し、一時的に定員を増やした特別進学コースは１０人減らした。

　啓新は情報商業科（定員３４人）の募集を停止。敦賀気比は普通科教養コースを同科進学コー

スに統合した。

　全日制の一般入試で北陸、仁愛女子、福井工大福井、啓新の特別進学系６コースは、県立高

との併願を前年度と同様に認める。進学コースは認めない。

　福井市のアオッサで会見した荻原昭人会長（啓新高校長）は、２０年度からの授業料の実質無

償化などで「私学のニーズは高まっている」とした上で「私学の第１志望を増やしていきたいが、

特進の併願廃止は議論が煮詰まっていない」と話した。

　入試日程は、全日制と定時制の推薦入試とスポーツ・文化選抜が来年１月１８日。一般入試は

２月１、２の両日実施する。一方、県立高の一般入試は２月中旬に繰り上がる。

　新型コロナウイルスに感染したり、濃厚接触者になったりして一般入試などを受験できなかった

生徒に対し、仁愛女子と福井工大福井は追試験を設定する。北陸は調査書などで判断すると

し、他の３校は個別に対応する。（田中奈々子）




